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いては，本誌 4巻 3号で簡単に紹介する機会があった（相澤 2014）。また，刊行から半年余
りが経過した 2014年 7月には，日本語学会機関誌『日本語の研究』の展望号で，「語彙（理
論・現代）」「地域言語・方言」「数理的研究」の三つの分野から，この論文集あるいは収録
論文の意義に言及する記事が寄せられている（柏野 2014，小西 2014，半沢 2014）。
















Multiple Approaches to Linguistic Dynamics: 





































































ひもとく 73 6 4 6 5 3 97
ひも解く 5 2 0 2 1 0 10
紐とく 1 0 0 0 1 0 2
紐解く 27 2 0 1 12 0 42
繙く 30 3 0 0 0 0 33

































ひもとく  64／9 3／3 3／1 3／3  2／3 3／0  78／19
ひも解く   4／1 1／1 0／0 2／0  1／0 0／0  8／2
紐とく   1／0 0／0 0／0 0／0  1／0 0／0  2／0
紐解く  19／8 1／1 0／0 1／0  7／5 0／0  28／14
繙く  29／1 3／0 0／0 0／0  0／0 0／0 32／1
計 117／19 8／5 3／1 6／3 11／8 3／0 148／36
（注）「伝統用法／新用法」のように出現度数を表示
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員による個別面接聴取法，⑥実施期間：2012年 2月 2日～2月 12日。回収数は 1,263，回収率 30.2％であった。
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3　NHKが 2014年 3月 23日に BS1で放送した「神の数式（二カ国語版）第 2回 宇宙はなぜ生まれたのか―最後の難
問に挑む天才たち―」のエンディング部分のナレーションに現れた用例である。「解き明かす」と言ってもよい箇所で
あるが，締め括りのメッセージを格調高く伝えるために「ヒモトク」が選ばれたように見える。ちなみに，同じ箇所
の英語版は，“The ultimate formula will unravel the deep mysteries of the universe.” となっており，「ヒモトク」に対応する語と
































Abstract: As a product of the ongoing collaborative research project “Exploring Variation in 
Contemporary Japanese: Multiple Approaches”, we published a collection of research papers ti-
tled “Exploring Variation and Change in Contemporary Japanese” in October, 2013. This re-
view gives a brief introduction to one of the papers, which deals with variation and change in 
the meaning of the compound verb himotoku (Aizawa 2013). The paper shows that the ongoing 
process of semantic change in himotoku has been elucidated by utilizing the results of nation-
wide surveys in combination with large-scale corpora, thus providing a good example of “multi-
ple approaches to linguistic dynamics”.
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基幹型共同研究プロジェクト「多角的アプローチによる現代日本語の動態の解明」
プロジェクトリーダー　相澤正夫（国立国語研究所 時空間変異研究系 教授）
プロジェクトの概要
20世紀前半から 21世紀初頭（昭和戦前期から現在まで）の現代日本語，特に音声・語彙・
文法・文字・表記などの言語形式に注目して，そこに見られる変異の実態，変化の方向性を，
従来とは違った多角的なアプローチによって解明する。変異から変化への動態を的確にとら
えるため，各種コーパス等の新規データを最大限に活用するとともに，対象に適合した新た
な調査・分析手法の開発をはかる。併せて，現代日本語の的確な動態把握に基づき，言語問
題の解決に資する応用研究分野の開拓を目指す。この共同研究により，例えば，語彙論的研
究（体系・構造研究）と社会言語学的研究（運用・変異研究）の融合が促進され，変化して
止まない現代日本語の姿を多角的・総合的にとらえるための研究基盤が確立される。
